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湾流に対する大気応答の 浅 い 加熱モ ー ドと深 い 加熱モ ー ド（II）
見延 庄 士 郎，宮下　昌人（北大 ・院 ・理 ），

　　　　　　　　　　　　　　　　 時長 宏樹，謝

は じめ に

　海洋 の 大規模 フ ロ ン トが 大気境界層 の みな らず ，

そ の 直上 の 対流 圏全体に応答 を引き起こ し て い る こ

とが最近 明 らか に な っ た ．特 に Minobe 　et 　al ．（2008）

は ， 湾流が年平均場の大気に対流圏上層に達す る影

響を及 ぼ して い る こ とを明らか に した．さらに見延

ら（2008年秋季大会）は ，湾流の 大気応答は冬季 と夏

季 に明瞭 な相違 を示す こ とを報告 した．冬季に は湾
流の 離岸後 （以下 Gu工f　Stream　Pr。per と呼ぶ）に大

気応答 が明瞭 で ，そ の鉛直構造は 大気境界層 とそ の

少 し 上 に集中す る．夏季 に は 湾流 の 北米大陸か ら の

離岸前後 （以下 Florida 　Currentと呼ぶ） に 大気応
答が 顕著で ，そ の 鉛 直構 造 は 対流 圏上層に い た る ま

で 湾流の 構造を強 く反 映す る．今 回は さらに ， 衛星

観測に よ る雲 ・雷分布，船舶等観測 に よる海面気圧

を含め ，よ り総合的な知見を報告す る （Minobe 　et 　a1 ．
J．Climate，　 inpress）．本要 旨で は特 に，　 JRA／JCDAS
に よ る 非断熟加熱 の 分布 に つ い て 述 べ る．解析期間
は 2002年 1 月 か ら 2006年 2月 で ある，
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占田　聡 （JAMSTEC ，地 球 シ ミ ュ レ
ータ セ ン ター

），

尚平（ハ ワ イ 大，IPRC ）
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て 強い加 熱 があり ， こ れは顕 熱 お よ び刻 流 に伴 う 潜 熱

熱 によ る（図1ab ） ，一方Florida　Current （離岸前 後）では

冬 季 の 大 気 境 界 層 内の 加 熱に加えて ，夏季に対 流 圏中

に極大 を持つ（図 1c ） ， こ の夏 季 の加 熱 で は ，対流 に 伴

潜熱加 熱 が支配 的である（ 図 1d ）．こ れと整合 的 に 衛星

測によ る 対 流 圏 上 層の雲 ・ 雷分布 も ， 夏 季 湾流上 で顕

に増大す る． 　 湾 流 域を含む 北 大 西 洋中緯度にお いて

非 断 熱 加 熱 の 鉛 直プ ロ ファ イルは ，対流 圏 下 層 と 対流

中 層 の 二 っ の 高 度 域で 最 大 値 を 取 るという明 確な二山

造（bimodalstructure ） を示 す （図 2a ） ． そ れ ぞ れ

最 大高 度域に ついて 平 均 し た ， 各 非断熱 加 熱成 分 の鉛

構造は， 最大高度 が低い 場合（図2b ）は Gulf 　 Stream 　 Properで
冬季 の 分 布 と（ 図1b） ， 最 大高度が高い場

合（図2c）はFlorida
Current で の

夏
季 の分 布

〔図 ld ） よく 一致してい る ． 　 以上の 結果から非断 熱 加 熱の

熱の bimodalty が，湾 流 域 の 大 気 応 答 の異 な

季 節 ・ 空間 分 布 の 背 後 にあ る と 結論 でき る ． 従
の海流に対する大 気応答 の解 析では ， QuikSCAT で

測 される海 上風 を 大きな 手 掛 か りとし て い た ， し か し

い 加 熱応 答 では表 面風速に 強 い 信号 が 見 ら れ る と は

ら ない ．事 実 ， 我 々 は梅 雨期の 東 シ ナ 海の 降 水 ・ 上昇

な ど の分 布が，黒潮の影響を受けといることを 見出し た が （ 2    

N 秋 季 大 会） ， QickSCAT 風速 に対 応 する 信 号

見
られ な い ．した が っ て，海流 に 対 す る深 い 加 熱モ ー

の 発見は ，海 流 お
よ

び 海洋 フ ロ ント に 対す る大 気 応答

の研究の枠組み を一 段 と
広げるも

の

あ

と 言 え

，
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　 　　　　 　　　　　　4 　 　5 　　　　 　 　K ／d直yK ／day 図1． Gu
StreamProper （上 段） とFloridaCurren
i下段） に お け る ， （ a ）（c ）全非断熱加 熱の 季節進行と，

b ） 冬 季 と （ d ）夏季の非 断 熱加熱の 各成 分の鉛直分布． パネ

（ a ）（ G ） で の等 値 線 間 隔 は 2K ／day である、パ
ル （ b）（d）の各成 分 は ， 全非 断 熱 加熱（ ○がついて い

線） ，対 流に伴う潜熱 加 熱 （太 実 線），大規 模 凝結に

う潜熱加熱（太破 線），

よ び顕

加熱（海洋表面からの顕 熱 加 熱 と 鉛直拡 散 によ る加 熱）（細実 線 ） である， 結 果

議論 　JRAIJCDASの 非 断 熱 加 熱 分 布 は ， 　 Guif 　Stream　 Pr

er と Florida 　 Current では 異な る 季節 性 を 示

．
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（a ） 陸 上を 除 く259 − 50 °N ，90 °− 20°W の各グ リ

ド点 の 月 ごと気候値で，全非 断 熱 加熱 が 最大と な る 高度 の ヒ

トグラ 厶， および非断熱加 熱の 最大 高度が（b ）700h

よ り

い場合
と
（ c ） 700hPa よ りも低い 場 合 で 平均され た 加 熱


